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原原 著著大学フィールドホッケーにおける
外傷・障害調査
Investigation of Japanese college field hockey injuries
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〔要旨〕 諸外国ではフィールドホッケーに関する外傷・障害調査は行われており，下肢での好発を報告
している．しかし，本邦フィールドホッケーにおける外傷・障害調査報告は極めて少なく，その実態は明
らかにされていない．また，男女別，ポジション別で同様の検討をした報告は少ない．そこで本邦フィー
ルドホッケーにおける外傷・障害調査を男女別，ポジジョン別に調査することを目的とした．
対象は現役大学生フィールドホッケー選手 309 名とした．独自で作成したアンケート用紙を用い，外
傷・障害調査を実施した．
全体において外傷・障害部位は下肢に多く，外傷・障害箇所は足関節に多かった．これは諸外国で報告
されているものと同様の結果であった．男女間において外傷・障害部位に差はなく下肢に多かった．ま
た，外傷・障害箇所に関しても男女共に足関節，手指，膝関節の順に多く同様の傾向であった．しかし，
女子では大腿部，下腿部，男子では頭頸部でも好発しており，差異が見られた．ポジション間においても
外傷・障害部位に差はなく下肢に多かった．しかし，外傷・障害箇所に関してはFW，MF，DFでは足
関節，GKでは股関節に多く，ポジション間で差異が見られた．
本研究結果から，フィールドホッケーにおいて男女間，ポジション間で外傷・障害箇所に差異があるこ

とが明らかとなり，性別やポジションを考慮した外傷・障害予防の必要性が示唆された．

1．緒言

フィールドホッケー（以下，ホッケー）は歴史
ある競技の 1つであり，その起源は古代エジプト
にまで遡る．オリンピック種目として世界的にも
競技人口が多く，5つの大陸協会と 132の国協会
から国際ホッケー連盟が成り立っていることから
もホッケーの高い人気ぶりが分かる１）．
世界的に人気のあるホッケーではあるが，その
人気とは対照的にホッケーの外傷・障害に関する
報告は限られている２）．報告される外傷・障害部位
の多くは下肢，中でも足関節，膝関節であり３～5），
上肢から下肢まで全身を連動させて使う競技にも
関わらず，外傷・障害部位に偏りがあるとされて

いる．また，ホッケー競技特性の 1つにスティッ
クを使用したボール操作がある．常に前傾姿勢且
つ足元に視線が向くため，腰部障害や選手同士の
衝突による頭頸部外傷，スティックやボールによ
る打撲外傷が多いことも明らかにされている６，７）．
しかしながら，これらの報告の多くは諸外国の

ものであり，本邦におけるホッケー競技の外傷・
障害調査報告は極めて少なく，その実態は未だ明
らかにされていない．また，ゴールキーパーが怪
我をする危険性が最も高い３）ことや女性選手にお
ける腰痛経験者が多い２）などの報告もあり，性別や
ポジションで外傷・障害内容や種類に差異がある
可能性を示唆しているにも関わらず，性別やポジ
ションを考慮して外傷・障害調査検討を行ったも
のは諸外国においても限られている．
そこで本研究では，現役大学生ホッケー選手を

対象に外傷・障害調査を実施し，ホッケーにおけ
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表 1　対象者基本情報（男女別）

全体（N＝309） 男子（N＝136） 女子（N＝173） P

年齢（歳） 19.9±1.3 20.0±1.3 19.8±1.2 0.220
身長（cm） 164.7±7.9 171.3±5.6 159.4±5.1 0.001
体重（kg） 58.3±7.9 64.0±7.2 53.7±4.9 0.001
競技歴（年） 5.5±3.9 5.4±3.7 5.6±4.0 0.645
練習頻度（週回数） 5.7±0.6 5.9±0.7 5.5±0.5 0.001
練習時間（時間） 3.7±1.5 3.0±1.0 4.2±1.7 0.001

（mean±SD）
p：Male vs Female

表 2　対象者基本情報（ポジション別）

FW（N＝98） MF（N＝62） DF（N＝99） GK（N＝31）

年齢（歳） 20.0±1.3 20.0±1.3 20.0±1.2 19.8±1.2
身長（cm） 164.2±7.5 162.5＊±8.4 165.4±7.6 167.5＊±8.4
体重（kg） 57.0†±7.2 56.5＊±7.4 59.3±7.1 63.3＊†±10.7
競技歴（年） 5.2±3.8 6.7±3.8 5.4±3.8 5.5±3.9
練習頻度（週回数） 5.7±0.5 5.8±0.5 5.6±0.8 5.7±0.5
練習時間（時間） 3.6±1.3 3.9±1.6 3.7±1.7 3.8±1.6

（mean±SD）
＊：MF vs GK　†：FW vs GK

る外傷・障害の特徴を調査した．また，性別，ポ
ジション別での外傷・障害の特徴も同時に調査し
た．

2．方法

a．対象
対象は関東学生ホッケーリーグに所属，もしく
は全日本大学ホッケー大会に出場経験のある 7大
学の現役ホッケー選手計 309名（男子：136名，女
子：173名）であった（表 1）．ポジション毎の人
数はポジションが未確定の選手，複数箇所を兼任
している選手，計 19名を除く Forward（FW）98
名，Midfielder（MF）62名，Defender（DF）99
名，Goalkeeper（GK）31名の計 290名であった
（表 2）．対象者には事前に研究の目的や調査方法，
倫理的配慮等に関する説明を行い，研究に対する
同意を得て実施した．本研究は早稲田大学人を対
象とする研究に関する倫理審査委員会の承認を得
て実施した（承認番号 2018-246）．
b．外傷・障害調査
独自で作成したアンケート用紙を使用し，大学
在学時ホッケーに取り組んでいた際に生じた外
傷・障害に関しての聞き取りを行った．アンケー
ト実施日にその場で説明，記入，回収を行ったた
め回収率は 100%であった．調査期間は 2018年 8

月から 9月の 1ヶ月の間に実施した．調査項目は
①外傷・障害部位②外傷・障害箇所とした．外
傷・障害箇所は，頭頸部，腰部，肩関節，上腕部，
肘関節，前腕部，手関節，手指，股関節，大腿部，
膝関節，下腿部，足関節，足部，その他の 15ヶ所
に分類し，肩関節～手指までを上肢，股関節から
足部までを下肢として扱った．外傷・障害の定義
として「大学在学時にホッケーの練習及び試合時
に発生した外傷・障害とし，1日以上練習及び試
合の参加が不可能だったもの」とした．

3．結果

a．全体
外傷・障害部位では下肢（57.7%）で最も多く，

上肢（25.4%），頭頸部（7.8%），腰部（6.8%），そ
の他（2.3%）の順に多かった（図 1）．
外傷・障害箇所では足関節（18.3%）が最も多く，
手指（13.0%），膝関節（10.5%），大腿部（8.1%），
頭頸部（7.8%），下腿部（7.7%），股関節（7.5%），
腰部（6.8%），手関節（6.2%），足部（5.6%），その
他（2.3%），肩関節（2.1%），前腕部（2.0%），肘関
節（1.7%），上腕部（0.4%）の順に多かった（図 2）．
b．性別
外傷・障害部位に関して，女子では下肢（60.1%）
で最も多く，上肢（22.6%），腰部（8.2%），頭頸部
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図 1　外傷・障害部位（全体）
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図 2　外傷・障害箇所（全体）
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（6.9%），その他（2.2%）の順に多かった．男子に
おいても下肢（54.1%）で最も多く，上肢（29.6%），
頭頸部（9.2%），腰部（4.6%），その他（2.5%）の
順に多かった（図 3）．
外傷・障害箇所に関して，女子では足関節

（19.1%）で最も多く，手指（12.3%），膝関節（11.0%），
大腿部（9.2%），下腿部（8.4%），腰部（8.2%），股
関節（7.5%），頭頸部（6.9%），手関節（5.6%），足
部（4.9%），その他（2.2%），肘関節（1.9%），肩関
節（1.5%），前腕部（1.1%），上腕部（0.2%）の順

に多かった．男子においても足関節（17.1%）で最
も多く，手指（14.1%），膝関節（9.9%），頭頸部
（9.2%），股関節（7.6%），手関節（7.2%），下腿部，
足部（6.6%），大腿部（6.3%），腰部（4.6%），前腕
部（3.3%），肩関節（3.0%），その他（2.5%），肘関
節（1.3%），上腕部（0.7%）の順に多かった（図 4）．
c．ポジション別
外傷・障害部位に関して，FWでは下肢（57.4%）
で最も多く，上肢（25.3%），頭頸部（8.5%），腰部
（6.5%），その他（2.3%）の順に多かった．MFでも
下肢（60.2%）で最も多く，上肢（21.3%），頭頸部
（9.3%），腰部（6.0%），その他（3.2%）の順に多かっ
た．DFでも下肢（54.9%）で最も多く，上肢
（28.1%），腰部（7.9%），頭頸部（7.0%），その他
（2.1%）の順に多かった．GKでも下肢（61.1%）で
最も多く，上肢（27.9%），腰部（7.4%），頭頸部
（3.6%）の順に多かった（図 5）．
外傷・障害箇所に関して，FWでは足関節

（18.5%）で最も多く，手指（15.7%），頭頸部（8.5%），
膝関節，大腿部，下腿部（8.1%），股関節，足部
（7.3%），腰部（6.5%），手関節（4.8%），その他（2.3%），
肘関節，前腕部（2.0%），肩関節（0.8%）の順に多
かった．MFでも足関節（21.9%）で最も多く，膝
関節（10.4%），頭頸部，手指（9.3%），大腿部（8.2%），
下腿部（7.1%），手関節，股関節（6.6%），腰部，
足部（6.0%），その他（3.2%），前腕部（2.2%），肘
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図 3　外傷・障害部位（男女別）
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図 4　外傷・障害箇所（男女別）
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関節（1.6%），肩関節（1.1%），上腕部（0.5%）の
順に多かった．DFでも足関節（16.9%）で最も多
く，手指（14.9%），膝関節（12.8%），腰部，下腿
部（7.9%），手関節，大腿部（7.4%），頭頸部（7.0%），
股関節（6.6%），肩関節，足部（3.3%），その他（2.1%），
前腕部（1.7%），肘関節（0.8%）の順に多かった．
GKでは股関節（14.8%）で最も多く，足関節
（13.0%），大腿部（11.1%），膝関節（9.2%），腰部，
肩関節，手関節，足部（7.4%），手指，下腿部（5.6%），
頭頸部，肘関節（3.6%），上腕部，前腕部（1.9%）
の順に多かった（図 6）．

4．考察

本研究では，現役大学生ホッケー選手を対象に
外傷・障害調査を行い，ホッケー選手の外傷・障
害の特徴を性別やポジション別で明らかにするこ
とを目的とした．
本邦ホッケー競技における外傷・障害は下肢，

中でも足関節が好発部位であることが分かった．
また，手指での外傷・障害も好発していることが
明らかとなった．これらの結果は諸外国で報告さ
れているもの２～6，８）と同様の結果であった．
性別の検討において，外傷・障害部位に関して
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図 5　外傷・障害部位（ポジション別）
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は共に下肢で最も多かった（女子 60.1%，男子
54.1%）．外傷・障害箇所に関しては足関節で最も
多く（女子 19.1%，男子 17.1%），次に手指（女子
12.3%，男子 14.1%），膝関節（女子 11.0%，男子
9.9%）と男女で同様の傾向が見られた．しかし，
女子では 4番目に大腿部，5番目に下腿部と続く
のに対し，男子では 4番目に頭頸部，5番目に股関
節と続き，男女差が見られた．Brynhildesnら９）は
女性アスリートに対する外傷・障害調査において
下肢での Overuse Injuryの高い発生頻度を報告
している．中尾ら１０）も同様にサッカー選手を対象
に疾患分類別既往歴を調査したところ Overuse
Injuryが男子と比べ女子で高値を示し，中でも下
腿部での発生が多かったとしている．本研究では，
疾患分類別既往歴での検討は行っていないもの
の，先行研究同様，大腿，下腿での Overuse Injury
に男女差がある可能性が示唆され，更に疾患別で

の調査，検討が必要であると考える．また，男子
での頭頸部外傷が多い要因として，コンタクト頻
度や強度，ボールスピードの速さなどが要因とし
て挙げられている５，７，８）ことから，本研究においても
同様のことが示唆された．
ポジション別での検討において，外傷・障害部

位に関しては，全てのポジションにおいて下肢で
最も多かった（FW57.4%，MF60.2%，DF54.9%，
GK61.1%）．外傷・障害箇所に関しては，FW，MF，
DFとフィールドプレーヤーでは足関節が最も多
かったが，GKでは股関節が最も多かった．すなわ
ち，外傷・障害部位は全てのポジションにおいて
下肢で多い傾向にあったが，外傷・障害箇所では
ポジション別で異なることが分かった．GKは
フィールドプレーヤーのように走る，切り返す動
作は少なく，シュートブロック動作などの瞬発的
な動きが求められる．その際に股関節に過度なメ
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図 6　外傷・障害箇所（ポジション別）
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カニカルストレスが加わっていることが予想さ
れ，好発部位となっていることが考えられる．
本研究結果から，ホッケーにおいて性別，ポジ
ションで外傷・障害箇所に差異があることが明ら
かとなり，性別やポジションを考慮した外傷・障
害予防の必要性が示唆された．しかし，本研究に
おける調査では急性，慢性のような疾患毎の区別
が出来なかったことから，予防法の立案・確立へ
向けて，今後更なる調査が必要である．

5．結論

①本邦ホッケー競技における外傷・障害は下肢
に多く，中でも足関節が好発部位であった．
②男女共に外傷・障害部位は下肢に多く，中で

も足関節が好発部位であった．また，女子では大
腿部，下腿部，男子では頭頸部での外傷・障害も
多い傾向にあった．
③全てのポジションで外傷・障害部位は下肢に

多かったが，ポジション別で外傷・障害箇所に差
異が見られ，FW，MF，DFでは足関節，GKでは
股関節で最も多かった．
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〔Abstract〕 There are many reports that most cases of field hockey injuries involve the lower limbs. However, re-
ports of traumatic and overuse hockey injury surveys in Japan are extremely rare. In addition, only a few studies
have investigated the role of gender and the location of the injuries. Therefore, the aim of this study was to investi-
gate traumatic and overuse hockey injuries in Japan by gender and position. The subjects were 309 collegiate
hockey players. Overall, the site of traumatic and overuse injuries was mainly the lower limbs, frequently the an-
kle joints. There were no differences in the site of traumatic and overuse injuries by gender, which were mostly in
the lower limbs. In addition, with respect to the exact point of traumatic and overuse injuries, there were no differ-
ences between the genders in the order of frequency, namely, ankle followed by finger, and then knee joint. How-
ever, the point of traumatic and overuse injuries showed a high incidence of the thigh in females and the head and
neck in males. There were no differences in site between traumatic and overuse injuries which were most fre-
quent in the lower limbs. However, regarding the point of traumatic and overuse injuries, FW, MF and DF were
seen most often in the ankle joints and GK in the hip joint, which were different between the positions.


